
 

ＪＲ連合自動車連絡会は２月１日、第１回幹事会を開催し、
バス産業や各社を取り巻く情勢について情報共有を図った。 
幹事会終了後、「国交省自動車局」との意見交換会を実施し、

自動車支部からは中澤委員長と春山書記長が出席した。 
 
意見交換にあたり、バス運転者の働き方に関して①労働時間 

②拘束時間・休息期間 ③連続勤務日数 ④連続運転時間と休憩 
⑤改善基準告示 ⑥その他、働き方に関する事項について、現
場第一線で働く者の現状を踏まえた要望書を提出した。 
 
自動車局からは、改善基準告示の見直し等、制度の整備にむ

けた具体的且つ、実務的な質問等もあり、ＪＲ北労組自動車支
部からは、現場の実態や北海道
特有の車両構造上の冬期の問題
点等について、発言を行った。 
自動車連絡会としては、今後

も国交省自動車局と定期的に意
見交換を行い、バス産業の抱え
る構造的な課題の前進とともに、
魅力あるバス産業の構築にむけ、
労働条件等の実現にも積極的に
取り組んでいく。 
 

 
 


